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図 1: Q5 自由に使えるお金 (100円単位)






























図 2: Q6 関心のある商品
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図 4: Q8 情報の入手経路
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図 8: Q12 SNS利用の理由
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図 9: Q13 SNSの利用頻度
6
   











図 10: Q14 「いいね！」の頻度
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図 11: Q15 「いいね！」の目的
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図 12: Q16 SNS広告への反応
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表 3: Q1と Q8のインターネット記事について
1:男性 2:女性 総計
参考にする 253 150 403
参考にしない 140 219 359
総計 393 369 762
表 3に対する 2検定を行った結果、検定統計量 20










2伊藤陸, 加藤颯二, 工藤嵩大, 工藤八起
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表 4: Q1と Q8の SNSの投稿について
1:男性 2:女性 総計
参考にする 148 200 348
参考にしない 245 169 414
総計 393 369 762
表 4を用いて2検定を行った結果、検定統計量20は









































総計 384 370 754
表 5を用いて 2検定を行った結果、検定統計量 20
は 12.1530（P値＝ 0.0023）であり、有意水準 1%で帰
無仮説は棄却される。したがって、「性別によって SNS
閲覧時間に違いがある」と言える。

















































表 6を用いて 2検定を行った結果、検定統計量 20






56%、項目 2では 45%、項目 3では 29%と、共感頻度
と SNS情報をきっかけとした消費行動には関連が見ら
れる。



















総計 174 187 361

























































































5例えば、東北を中心に店舗を展開している小売業 BJ 社は、ホームページを開設してはいるが Twitterアカウントを所持していない。そ
れに対して、競合している IO 社は Twitter のアカウントを所持しており、頻繁に更新も行っている。
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3.2 分析 2
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図 19: 居住地ごとの SNSをきっかけとした消費行動
の割合
表 7: 居住地と SNSをきっかけとした消費行動をする頻度
1 盛岡
中心部






1よくある 11 8 2 6 14 7 48
2 まあまああ
る
58 34 18 41 67 59 277
3あまりない 67 35 8 48 84 46 288
4全くない 26 12 9 26 49 18 140

















表 8: 性別と SNS をきっかけとした消費行動をする
頻度
1:男性 2:女性 総計




3あまりない 168 120 288
4全くない 89 51 140
総計 384 369 753
この仮説を検証するため、Q1「性別」とQ17「SNS
の情報をきっかけとした消費行動の変化を分割表にま
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21 23 87 108 1 240
2 気づいたと
きに見る程度
48 26 166 200 6 446
3 ほとんど見
ない
2 5 24 28 4 63
























































































































34 24 163 197 9 427
2当てはまる 37 30 114 139 2 322
総計 71 54 277 336 11 749
9Q16 の選択肢 1) については度数 3 と微小な数値であったため、2) と統合し「クリックしている」として一本化した。
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Q13で 1と回答した人のうち、Q17で 1もしくは 2と
回答した人は、140人であった。これは、Q13で 1と
回答した 240人の約 58.3%(p^A)である。Q13で 2もし
くは 3と回答した人のうち、問 17で 1もしくは 2と
回答した人は、185人であった。これは、Q13で 2も














で 2もしくは 3と回答した人のうち、Q17で 1もしく
は 2と回答した人の割合を示している。p^は、帰無仮
説の母比率推定値を表している。

















21 164 220 108 513

















(0:4316  (1  0:4316)  ( 1240 + 1513 )
= 5:7496
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0:3196  (1  0:3196)  ( 1384 + 1370 )
= 3:2395
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Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q6a 5 2.1618 0.4324 0.9914
Q6b 4 1.5523 0.3881 0.9646








Q6a 1 0.574 0.082 0.465 -0.350
2 0.530 0.125 0.538 -0.337
3 0.608 0.078 0.425 -0.361
8 0.311 0.002 0.690 0.258
9 0.140 0.006 0.866 0.173
Q6b 4 0.353 0.060 0.689 -0.383
5 0.315 0.018 0.697 -0.362
6 0.504 0.040 0.517 -0.457







を示す。2nd Eは第 2固有値を示す。Total variation
explainedは E-Varの総和であり、この場合全変動の
41.27%が説明されている。
表 14 は各因子 (クラスター) の詳細を示す。Own
Cl は各項目と自己の所属するクラスターとの近さ、
Next Cl は 2 番目に近いクラスターとの近さ、Ratio
















Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q8a 3 1.3673 0.4558 0.86039
Q8b 3 1.1321 0.3774 0.98411
Q8c 1 1.0000 1.0000 NA




















Q8a 3 0.520 0.000 0.480 0.528
4 0.447 0.001 0.553 0.489
7 0.400 0.012 0.608 0.462
Q8b 1 0.286 0.014 0.724 -0.473
5 0.530 0.005 0.472 0.643
6 0.316 0.008 0.690 0.497
Q8c 2 1.000 0.003 0.000 1.000
Q10:保有端末
表 17: Q10:保有端末:分散表
Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q10a 2 1.4333 0.7166 0.5667
Q10b 2 1.2494 0.6247 0.7506








Q10a 1 0.717 0.012 0.287 -0.591
2 0.717 0.022 0.290 0.591
Q10b 3 0.625 0.021 0.384 0.633
4 0.625 0.008 0.378 0.633










Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q11a 4 1.5741 0.3935 0.9960
Q11b 3 1.3895 0.4632 0.9139








Q11a 4 0.594 0.024 0.416 -0.490
5 0.071 0.001 0.930 0.169
6 0.404 0.016 0.605 0.404
7 0.504 0.024 0.508 0.451
Q11b 1 0.458 0.035 0.562 -0.487
2 0.326 0.003 0.676 -0.411
3 0.606 0.019 0.402 -0.560





















Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q12a 5 1.6409 0.3282 0.9620
Q12b 2 1.3619 0.6810 0.6381








Q12a 1 0.102 0.000 0.898 -0.194
4 0.428 0.013 0.580 -0.399
5 0.348 0.022 0.666 -0.360
6 0.488 0.049 0.538 -0.426
7 0.275 0.028 0.745 -0.320
Q12b 2 0.681 0.039 0.332 -0.606
3 0.681 0.041 0.333 -0.606
Q19:購入のきっかけとなる投稿










Cl C-Var E-Var Prop 2nd E
Q19a 4 1.6623 0.4156 0.9906
Q19b 2 1.2919 0.6460 0.7081








Q19a 1 0.448 0.001 0.553 -0.402
2 0.355 0.001 0.645 -0.359
5 0.170 0.005 0.835 -0.248
7 0.689 0.107 0.348 0.499
Q19b 3 0.646 0.027 0.364 0.622


















































































非 LINEの SNSは情報入手の目的 (Q8.8)でよく使
われており、また情報入手において企業よりも友人を
頼る人 (Q8b)ほど非 LINEの SNSが活用されている。










図 35: Q11SNSアカウントと Q12SNSの目的






















































































































若者の SNS 利用と消費行動 
 











問 1 あなたの性別に○をつけてください。 
1) 男性 2) 女性   
 
問 2 あなたの所属している学部に○をつけてください。 
1) 看護 2) 社会福祉 3) ソフトウェア情報 4) 総合政策 
 
問 3 あなたの学年に○をつけてください。 
1) 1年 2) 2年 3) 3年 4) 4年 
 
問 4 あなたが現在お住まいの場所に○をつけてください。 
1) 盛岡中心部 2) 青山 3) 厨川 4) 巣子 




問 5 あなたが 1 か月に自由に使えるお金はおよそどれくらいですか。 







1) 衣類・靴 2) アクセサリー 3) 化粧品 4) 小物・雑貨 
5) 食品 6) 飲食店 7) 旅行・レジャー施設 8) 電子機器 
9) 書籍(漫画含む) 10) その他（           ） 11)  全くない 
 
問 7 あなたが商品を購入する前に、その商品について事前に調べることはありますか。 




1) 友人・知人 2) インターネット上の口コミ 
3) 紙媒体（チラシ・ポスター・新聞広告） 4) テレビ・ラジオの特集、CM 
5) 企業のホームページ 6) インターネット記事 
7) 店頭 8) SNSの投稿 
9) その他(                      ) 
 
問 9 あなたが気に入った商品・サービスがあった場合、それを人に勧めることがあります








問 10 あなたが現在持っている端末は何ですか（あてはまるものすべてに○）。 
1) スマートフォン 2) ガラケー 3) タブレット 4) パソコン 
5) その他（        ） 6) 持っていない  
 
問 11 あなたは SNS（タイムラインがあるもの）で日常的に利用しているアカウントをも
っていますか（あてはまるものすべてに○）。 
   ※タイムライン：SNS の投稿を時系列に一覧表示する機能および表示欄のこと 
1) Twitter 2) Facebook 3) Instagram 4) LINE 
5) その他(                        ) 
6) 持っていたがやめた 7) 持っていない 
 
6または 7と回答した方   → 問 18へ  
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8) その他（                        ） 
 
問 13 直近 1 ヶ月で、あなたは SNS のタイムラインをどれくらい見ますか。最も近いもの
1 つに○をつけてください。 
1) 暇な時間のほとんどを使って 2) 気づいたときに見る程度 
3) ほとんど見ない  
 
問 14 直近 1 ヶ月で、あなたは SNS の投稿についてどの程度の頻度で「いいね！」をしま
すか。最も近いもの 1 つに○をつけてください。 
1) 少しでも気にかかったものはすべて 2) 特に気にかかったものに限定して 
3) ほとんど「いいね！」しない  
 




















問 17 SNS の情報を目にしたことがきっかけで商品やサービスを購入したことがあります
か。 
1) よくある 2) まあまあある 3) あまりない 4) 全くない 
 
問 18 をとばして問 19 にお進みください。（問 18 は SNS を利用していない方にお聞きして
います。） 
 
問 18 あなたが SNS の利用をしていない理由は何ですか（あてはまるものすべてに○）。 
1) アカウントの管理が面倒だから 2) 個人情報の流出が怖いから 
3) SNSを利用する価値が少ないから 4) 人間関係の問題がわずらわしいから 
5) SNS上で繋がる理由がわからないから 6) 端末の事情により利用できないから 
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The Consumer Behaviour of Young Social
Media Users
{ 2017 Survey Report in Research Exercise for Management Science and
Economics {
Tee Kian Heng and Yuichi Takashima 23 February 2018
This survey report is issued on social media usage and consumer behavior of youth, as part of
the results from "Research Exercise for Management Science and Economics in FY2017" of Faculty
of Policy Studies, Iwate Prefectural University. The recent role of SNS in consumer behavior has
acuired the greater signicance for both consumers and the companies. By clarifying how SNS
inuences consumption behavior of youth, we hope to contribute in studies of modern complicated
consumption behavior.
The main ndings of this survey are as follows.
1)In recent youth consumption behavior, SNS has become a non-negligible existence. "Post on
SNS" occupies the fourth ranking among channels to acquire information of goods, exceeding "Shop
front". As for SNS account holding, only about 1.4% in total answer "I deleted it" or "I do not have
it". Male tend to refer particularly to articles on Internet website, on the other hand female take
more emphasis on SNS posts. And Also,female browse SNS timeline more frequently than male.
2)43% in total answer they have the purchasing experience triggered by SNS "frequently" or
"to some extent". The more frequent SNS timeline browsing make the more frequent consumption
triggered by SNS. As for posts that would be a trigger for purchasing goods, "recommended posts by
friends and acquaintances" is the best, and the next is "corporate ocial account on SNS". However,
many respondents have not watch SNS advertisements so actively.
3)We recommend that, SMEs in the retail industry based in the province need to utilize the SNS
as a tool to make the reviews rather than simple advertising media. In order to promote utilizing
SNS, it is necessary to aggresively launch products and services that many consumers want to post
on it to SNS without thinking and that many want to wish "like" on those posts.
keyword : SNS, consumer behaviour, social survey, regional economy
